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九州大学芸術工学部未来構想デザインコースプロダクトデザイン研究室の西村英伍学術研究員は、機械学
習による人の行動と表情の分析を実現するアプリケーションを開発しました。 

デザイナーは、ユーザーを対象とした行動観察からその方々が直面している困りごとや課題を浮き彫りする
ことができます。しかしながら、被災地のような特殊な状況下や、高齢者のように細やかなケアが求められる現
場での行動観察は現実的に困難であり、動画解析を応用したデザイナーの観察眼の自動化が望まれていま
す。本アプリケーションは、行動観察の専門家である研究室の研究者やデザイナーが自らの観察眼を量的分
析により裏付けるための手段を提供することを目的に開発されました。動画解析技術により、デザイナーや研
究者はこれまで直感的に行っていた洞察を数値化し、ユーザーの行動のどこに注目すれば課題抽出に役立つ
かを客観的、定量的に説明できるようになります。 

本アプリケーションは人の行動の数値化に必要な 3 つの機能を有しています。1 つめは観察と分析に必要な
動画中のシーンを効率よく選択するための機能。2 つめは深層学習による人の姿勢や表情を検出し、数値デ
ータとして保存する機能。3 つめは深層学習によって得た数値データに対して数値計算・統計処理結果を行
い、グラフ描画する機能です。  

アプリケーションには種々のオープンソース・ライブラリが活用され、本アプリケーション自体も無料で使
用することができます。本アプリケーションのより具体的な諸機能と使用方法に発表が 2021 年 3 月 16 日
（火）にオンラインで実施されます。また株式会社サムライトとの共同研究の成果も含まれています。 

 
【お問い合わせ】 九州大学芸術工学研究院応用生理人類学研究センター レジリエンスデザイン部門 

准教授 尾方義人・学術研究員 西村英伍  

電話：092-553-4542 

Mail： nishimura.eigo.871@m.kyushu-u.ac.jp 

被災者や高齢者の行為分析・表情分析の自動化アプリを開発 

「人の行動や表情の分析を支援する深層学習による動画解析アプリケーション」 

 
 

開発者からひとこと： 
 

コロナ禍によりテレワーク中心の研

究・開発となったが、テレワークの方

がむしろ高いパフォーマンスを得られ

た。特に担当教員との打ち合わせや

スケジュールが調整しやすくディスカッ

ションがより密になり、一方でソフトウ

ェア開発に集中する環境にも身を置け

た点が貴重な機会になった。 

リモートワークショップ中の表情分析 

数値化された表情データのグラフ描画結果 

アプリケーションのアイコン 

実施日：2021 年 03 月 16 日 

実施時刻：18:30 ～ (予定) 

ZOOM によるリモート方式 

 

← 発表会参加申し込みフォームより 

  お申し込みをお願いいたします 

 


